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報告要旨 

本研究は、協力ゲーム理論の枠組みを用いて、プレイヤーの提携形成を理論的に分析する。本研究の

目的は、プレイヤー全員からなる提携が効率的であるための条件と安定的であるための条件を明らかに

することである。 

協力ゲーム理論における主な分析対象は、プレイヤーの提携が達成した余剰の分配方法であった。こ

の分配方法は、ゲームの「解」と呼ばれる。協力ゲーム理論は、これまでに様々な解を提案してきた。

しかし、それらの解のほぼすべてが「プレイヤー全員からなる提携」が生み出した余剰の分配を考察対

象としている。これは、「プレイヤー全員からなる提携」が形成されているという前提を基に成り立つ議

論である。ここで、「プレイヤー全員からなる提携」のことを全体提携と呼ぶことにする。全体提携の形

成は、それがプレイヤー間で最も効率的に余剰を生み出すのであれば、自然に達成されると考えられて

きた。この全体提携の効率性について、協力ゲーム理論は superadditivity と呼ばれる条件を用いて議論

してきた。Superadditivity とは、ふたつの提携（S, T）が別々に生み出す余剰の和よりも、合併した一

つの提携（S∪T）として生み出す余剰の方が大きいという性質である。この superadditivity を仮定する

ことによって、全体提携が最も効率的に余剰を生み出す提携になると考えられてきた。 

しかし、Hafalir (2007)は、提携間に外部性が存在する状況では、superadditivity は必ずしも全体提携

の効率性を約束しないことを報告した。ここで、提携間の外部性とは、提携 S と T の合併が、他の提携

の余剰に影響を与えることである。Hafalir (2007)は、superadditivity に代わる条件として convexity を

挙げ、外部性が存在する状況において convexity が全体提携の効率性のための十分条件となることを証明

した。さらに、convexity のもとでは、どの部分提携も全体提携から逸脱しないように余剰の分配が行え

ることを証明した。つまり、外部性が存在する状況において、convexity が非空なコアの存在を保証する

ことを示した。 

本研究は、Hafalir (2007)の結果を進展させる。具体的には、外部性の存在するゲームにおいて、全体

提携の効率性を達成するためのより弱い十分条件を提供する。さらに、非空なコアの存在を保証するた

めの条件として、より弱い条件を検証する。本研究の特色は、外部性の種類に着目する点である。本研

究は、正と負の外部性を、それぞれを個別に分析することによって、より弱い条件で全体提携の効率性

と安定性が保証できることを明らかにしている。 
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